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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

プロの視点を取り入れ
市長日記市長日記

　市教育委員会は７月24日に｢加納辰夫文書（242
点）」を市指定文化財に指定しました。
　「加納辰夫文書」は、フィリピン日本人戦犯の赦

し ゃ

免
め ん

を訴えキリノ大統領やローマ教皇などに送った書簡と
その返書など、加納辰夫（＝莞

かんらい

蕾）による平和運動
の記録です。日本人戦犯についての高い学術性がある
とともに、「安来市平和のつどい」にその平和思想が
受け継がれるなど、地域的な価値もあります。
　今後、記念講演や展示、市内小中学校での平和教
育などで活用していきます。

新
た
に
文
化
財
を
指
定

　やすぎ月の輪まつりにて、安来市消防本部と安来警
察署が合同で、特殊車両の展示イベントを開催しまし
た。消防車やパトカーなどの運転席に座った子どもた
ちは、貴重な体験に目を輝かせていました。
　　　　　　　　　� 　　８月16日：安来庁舎駐車場

み
ん
な
で
備
え
る

　８月30日、「みんなで考える安心づくり」をテー
マに、防災研修棟で「やすぎ防災ひろば」を開催し
ました。イベントのプログラムは「防災リュックづ
くり」「避難計画を考えよう」「防災食（備蓄品で作
るドライカレー）の実演と試食」の３点。一人ひと
りに合った防災の大切さを、グループワークを通じ
て楽しく学びました。
　参加者の一人は「防災リュックは購入済みだが、
今回中身を整理して、自分専用のバッグを作る重要
性を実感した」と振り返りました。

　８月１日に民間の複業人材を活用した
「複業クラウド」の実証実験の報告を受け
ました。市職員には知見の浅い「ビジネス
ホテルの誘致」と「和鋼博物館のSNSを通
じた広報活動」について、６カ月間指導と
助言をいただきました。今後も、民間との
連携を図り、効果的かつ効率的な取り組み
を推進していきます。

▲安来市加納美術館で、複製資料の一部を展示
しています。（10月５日まで）

▲自分にあった防災リュックづくり。背負って
みて重さを確認することも大切です。

今月の1枚

◀
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
二
人
に

ウ
ェ
ブ
で
感
謝
状
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。
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　７月１日から高齢者の介護予防を目的とした「シ
ョッピングリハビリ」がプラーナ１階で始まりまし
た。「ショッピングリハビリ」は要支援認定相当の
軽度の支援を必要とする人が利用できるサービスで
す。
　介護予防の体操のほか「歩く」「選ぶ」「お金を数
える」などの買物の動作を通じ、生活機能・認知機
能の維持と向上を目指します。
　週に一度の集まりは人とのふれあいの機会にもな
り、楽しみながら利用されています。

買
い
物
×
体
操

ま
だ
早
い
は
も
う
古
い
！

｢

平
和
へ
の
祈
り
」

　８月３日、布部交流センターで人形作家の安部朱
美さんによるトークイベントが開催されました。
　安来市加納美術館では、企画展「安部朱美　人形
とたどる昭和100年・戦後80年」を10月５日まで開
催しています。
　「紛争が続く今だからこそ、子どもたちのために
できることを考えてほしい」トークイベントでは、
安部さんが作品に込めた平和への想いや作品が生ん
だ人との縁、そして人との関わりの大切さについて
話されました。

　市内企業の人材確保と若者の定住促進を図るた
め、｢やすぎ就活スタートガイダンス｣が８月10日、
アルテピアで開催されました。
　第１部の就活スタートセミナーでは、株式会社マ
イナビの専門講師から、内定の早期化傾向や自己分
析の必要性、面接対策などを学びました。
　第２部の合同企業説明会には、市内33の企業が
ブースを開設。就活生は、関心を持ったブースを訪
れて採用担当者から直接話を聞き、リアルな就活を
体験しました。

水
か
ら
発
電
す
る
し
く
み

　自然環境の大切さを学んでもらおうと、８月２日
に伯太発電所（水力発電所）で中海・宍道湖・大山
圏域市長会主催の「子ども探検スクール」が開催さ
れました。
　圏域の市町から親子14組29人が参加し、普段入
ることができない発電所内部の見学や発電工作キッ
トを使った体験学習を行いました。
　米子市から参加した小学４年生の安部紘

ひろき

生さんは
「水力発電の仕組みを学んで、環境に良いことがよ
く分かった」と話していました。

▲休憩もしながら、ポールを使った体操や脳ト
レなどの軽い運動を行います。

▲安部さんの作品は、フィリピンのモンテンル
パ博物館にも収蔵されています。

▲就活は売り手市場。企業側も自社の業務内容
や強みを効果的にアピールします。

▲発電機の説明を受ける参加者。この発電所で
は、個人住宅200軒分の電力をまかないます。
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